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衆議院国土交通委員会ニュース 

平成 30.5.30 第 196 回国会第 19号 

 

5 月 30 日（水）、第 19回の委員会が開かれました。 

 

（発言者及び主な発言内容）

宮本岳志君（共産） 

・本法案は、鉄道事業者の経営状況を問わず、赤字路線で

あれば大規模災害時からの復旧を補助するものであるが、

実際に復旧事業を行うかどうかは各事業者の判断となっ

ており、新たな制度を設けてもそれが使われない恐れが

あることについて、提出者の見解を伺いたい。 

・本法案は、復旧を望む地方自治体や地域住民にとって、

鉄道事業者に復旧を迫るための新たなツールとなりうる

か、提出者の見解を伺いたい。 

 

１ 鉄道軌道法整備法の一部を改正する法律案起草の件 

 ・盛山正仁君外６名（自民、立憲、国民、公明、無会、維新）から、起草案を成案とし委員会提出の法律案として決定

すべしとの動議が提出され、提出者菅家一郎君（自民）から趣旨説明を聴取しました。 

・宮本岳志君（共産）から提出者盛山正仁君（自民）、菅家一郎君（自民）及び赤羽一嘉君（公明）並びに政府参考人に

対し発言がありました。 

 ・採決を行った結果、全会一致をもって起草案を成案とし、これを委員会提出の法律案とすることに決しました。 

（賛成－自民、立憲、国民、公明、無会、共産、維新） 

２ 鉄道の災害復旧に関する件 

・盛山正仁君外５名（自民、立憲、国民、公明、無会、維新）から提出された鉄道の災害復旧に関する件の決議案につ

いて、提出者もとむら賢太郎君（無会）から趣旨説明を聴取しました。 

 ・採決を行った結果、賛成多数をもってこれを委員会の決議とすることに決しました。 

（賛成－自民、立憲、国民、公明、無会、維新 反対－共産） 

 ・牧野国土交通副大臣から発言がありました。 


